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石井病院 健康情報 ～ オミクロン株感染拡大に伴う注意点について ～

変異した新型コロナウイルス “オミクロン株” の感染が急速に広がっています。

日本国内の感染者は、初めて市中感染が報告された12月22日の時点では全国でもわずか250人程でしたが、

オミクロン株は感染力が高く、前週との感染者数の比較では最大10倍に上るペースで増加を続け、翌月1月25日

には初めて6万人を超える事態となり、27日からは34都道府県に「まん延防止等重点措置」が発令されました。

今回は、現在報道されているオミクロン株についての情報と当院での対応を簡単にお伝えしたいと思います。

▶ 症状について

オミクロン株は重症化しにくいとも言われていますが、多くの患者が咳やのどの痛み、鼻水といった上気道で

起こる軽い症状でとどまる中、一部は重症化し死亡するケースもみられています。厚生労働省の報道によると、

重症化のしやすさは30代を1とした場合、60代では25倍、80代では71倍リスクが高くなると検証されているこ

とから、特に高齢者や基礎疾患のある人、ワクチン未接種の人には注意が必要です。

▶ 感染が疑われた場合は？

発熱等の症状があれば、まずは「かかりつけ医」にお電話でご相談

ください。かかりつけ医等がない場合は、「受診可能な医療機関 ※」

（兵庫県HP掲載）または「コロナ相談ダイヤル」078-918-5439

（毎日／午前9時～午後8時）へ連絡してください。

※ 直接受診せずに、時間内に問い合わせ・予約をしてください。

▶ 石井病院「発熱外来」について

当院では、発熱症状、風邪などの諸症状のある患者さまにつきましては、院内感染防止の観点から一般外来と

は分けて院外に設置した「発熱外来」にて対応させていただいております。

▶ ワクチン接種（3回目）について ※ 明石市に住民票がある方へのご案内

3回目の接種は、2回目の接種を受けた日の8か月後から接種を受けることができます。

また、65歳以上の方は7か月後とし、令和4年2月以降に接種予約ができます。

3回目の接種券が届き次第、市ワクチン専用予約サイトまたは市ワクチン専用ダイヤル

℡ 0120-080-404 での予約が可能です。※ 医療機関に直接予約しないでください。

なお、ワクチンの種類につきましては、前回の接種内容にかかわらず、「ファイザー社」

または「モデルナ社」どちらのワクチンでも接種可能です。

皆さまには引き続き、マスク、手洗い、密を避ける等の感染対策をお願いいたします。

診療時間：月～金曜日（平日のみ） 14：00～16：00 ※ 完全予約制
通常の診療時間には対応できませんのでご了承ください

予約方法：お電話での事前予約制 【予約受付】078-918-1655（代表）

診療人数：1日あたり先着7名まで（ご希望に添えない場合もあります）

◎ ご来院前には必ず体温を測定してください
◎ 必ず「不織布マスク」を着用してご来院ください
◎ 当院では、コロナウイルス感染者の治療及び入院受け入れは行っていません
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～ 全国的な透析患者様高齢化に伴う当院での働きについて ～

日本における高齢化について、内閣府ホームベージの「令和二年度高齢化白書」よ

り、75歳以上人口（1849万人）が65～74歳人口（1740万人）を越えていると報告

されています。

次に日本医師会JMAPより、明石市の人口動態として、75歳以上人口が2020年と

2025年推定人口を比較した結果18%の増加で、明石市も全国と同様に75歳以上の人

口増加があります。

透析患者様でも同様の事が起こっており、透析医学会の報告（2019 年末における

透析患者の現況）では、70歳以上患者様が増加している報告があります。

その中で、全国的に透析施設の患者様高齢化に伴う問題が、発生していると透析会

誌で報告されています。

内容としては、

・骨関節症状による歩行困難や車椅子対応による、通院問題。

・長期透析や高齢化による血管荒廃による、循環器疾患や認知症。

・老々介護、独居、核家族化による介護力の不足などがあげられております。

当院では、高齢化に伴う問題解決として、全スタッフが一丸となり、対応しております。

通院として、曜日時間帯など、送迎の都合はありますが、ご自宅前まで送迎しております（道路の関係上近く

の道路まで出てきていただくことがあります）。車いす対応車両を準備し、患者様の急な病状変化にも、対応し

ております。

長期透析・高齢化に伴う、循環器疾患や、認知症に関しても、検査、医師回診により、必要な専門の先生方（

連携医療機関）と協力しながら、患者様を治療いたしております。

更に介護について、院外では、患者様のご家族様、ケアマネージャー、介護施設、介護士と連携をとり、院内

でも、専任看護補助者が、杖歩行・車いす患者様には入口から、ベッド上まで、介助を行っております。

一昨年には、大規模リフォームを行い、患者様更衣室、院内のベッド間隔の改善を行い介護のしやすさ、車い

す対応のしやすい環境を整えました。

透析に関しても、透析クリニックとしての専門性を生かし、高齢患者様から、お仕事をしながら透析されてい

る患者様にも対応できるよう、透析方法を一人ひとりに合わせ変えております。

このように、当会理念のもと「仁＝思いやり」モットーに患者様に信頼される医療・介護を提供する為、全力

で取り組んでおります。

ただ、患者様年齢層の変化には、クリニックだけでは対応する事が難しい場面もあります。しかし当院には、

同会石井病院があり、急な検査や入院にも対応し、近隣の高次病院や専門病院とも、連携できる体制を確保して

おります。

これからも当会の強みを生かし、患者様一人ひとりに「癒しと安心」を与えれるようスタッフ一同研鑽してま

いります。これからも、仁恵会人工透析ひ尿器科じんけいクリニックをどうぞよろしくお願いいたします。
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